
質
問　
手
話
通
訳
者
の
高
齢
化

は
今
後
の
派
遣
事
業
に
大
き
く

影
響
す
る
。
人
材
養
成
の
強
化

な
ど
の
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ

る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

答
弁　
本
市
の
登
録
手
話
通
訳

者
は
51
人
、
平
均
年
齢
53
歳
で

高
齢
化
の
傾
向
に
あ
る
。
資
格

取
得
ま
で
最
短
で
も
５
年
以
上

か
か
る
た
め
、
す
ぐ
に
手
話
通

訳
者
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
本
市
で
は
、
本
年
度
か
ら

手
話
奉
仕
員
養
成
研
修
事
業
を

拡
充
し
、
新
た
に
初
心
者
向
け

の
短
期
講
座
も
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
手
話
通
訳
者
確
保
の
た

め
の
対
策
を
研
究
し
て
い
く
。

質
問　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
、

い
わ
ゆ
る
野
良
猫
対
策
に
対
す

る
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
現
在
、
猫
の
不
妊
・
去

勢
手
術
費
補
助
制
度
を
実
施
し
、

野
良
猫
を
含
め
た
猫
の
繁
殖
を

抑
え
、
新
た
な
野
良
猫
の
発
生

を
防
い
で
い
る
。
こ
れ
に
よ
り

ふ
ん
尿
被
害
や
猫
の
け
ん
か
に

よ
る
騒
音
な
ど
の
問
題
解
決
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。
今
後
、

町
内
会
へ
の
聞
き
取
り
や
県
、

他
自
治
体
の
活
動
状
況
を
調
査

し
、
対
策
を
研
究
し

て
い
く
。

質
問　
車
椅
子
利
用
者
の
目
線

に
立
っ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報

を
掲
載
し
た
マ
ッ
プ
作
成
の
考

え
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
以
前
に
車

椅
子
対
応
の
ト
イ
レ
マ
ッ
プ
を

作
成
し
た
が
、
そ
の
後
バ
リ
ア

フ
リ
ー
等
に
関
す
る
情
報
発
信

は
行
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
等
を
掲
載

し
た
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
の
で
、
本
市
で

も
今
後
マ
ッ
プ
の
作
成
に
向
け

て
関
係
部
署
と
連
携
し
研
究
を

進
め
た
い
。

質
問　
が
ん
患
者
の
治
療
に
よ

る
外
見
変
化
へ
の
支
援
制
度
の

概
要
と
相
談
や
交
流
が
で
き
る

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
の
考
え
は
。

答
弁　
１
人
１
回
３
万
円
を
上

限
と
す
る
ウ
ィ
ッ
グ
や
胸
部
補

整
具
の
購
入
助
成
事
業
を
来
年

度
に
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
市
内
２
カ
所
の
が
ん
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
が
ん

医
療
の
情
報
提
供
や
相
談
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
や
民
間
団
体
に
よ
る
地
域

が
ん
サ
ロ
ン
の
周
知
、
Ｐ
Ｒ
な

ど
情
報
提
供
に
努
め

て
い
き
た
い
。

質
問　
学
校
図
書
館
を
活
用
し

た
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
よ
う
な

読
書
活
動
に
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
か
。

答
弁　
司
書
教
諭
や
学
校
図
書

館
指
導
員
の
協
力
に
よ
り
、
本

の
面
白
さ
を
伝
え
合
う
ブ
ッ
ク

ト
ー
ク
や
本
の
内
容
に
関
す
る

ク
イ
ズ
な
ど
読
書
に
興
味
を
持

た
せ
る
学
習
活
動
が
増
え
て
い

る
。
各
校
で
は
年
間
授
業
計
画

の
中
に
学
校
図
書
館
の
活
用
を

位
置
付
け
、
資
料
を
読
み
解
く

力
の
育
成
に
つ
な
げ
て
い
る
。

質
問　
ス
マ
ホ
依
存
症
と
も
い

え
る
子
ど
も
が
増
え
、
学
力
低

下
に
つ
な
が
る
と
い
う
研
究
も

あ
る
が
、
ス
マ
ホ
と
読
書
の
関

係
に
対
す
る
考
え
は
。

答
弁　
ス
マ
ホ
に
依
存
す
る
と

短
文
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
可
能
と
な
る
た
め
、
長
文

を
読
む
こ
と
が
難
し
く
な
る
と

い
う
指
摘
が
あ
る
。
読
書
は
想

像
力
を
膨
ら
ま
せ
、
心
を
豊
か

に
す
る
一
面
も
あ
る
の
で
、
読

書
の
時
間
が
減
少
し
な
い
よ
う

各
校
で
は
ス
マ
ホ
使
用
に
関
す

る
情
報
を
提
供
し
、
子
ど
も
自

身
が
使
用
に
つ
い
て
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

質
問　
本
市
の
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
設
置
状
況
は
。
ま
た
、
榛

名
神
社
や
榛
名
湖
周
辺
へ
設
置

す
る
考
え
は
。

答
弁　
Ｊ
Ｒ
高
崎
駅
周
辺
、
高

崎
ア
リ
ー
ナ
、
子
育
て
な
ん
で

も
セ
ン
タ
ー
、
く
ら
ぶ
ち
英
語

村
で
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
を
設

置
し
て
い
る
。
ま
た
、
榛
名
神

社
や
榛
名
湖
周
辺
で
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
通
信
事
業

者
等
か
ら
費
用
を
含
め
た
情
報

を
収
集
し
て
お
り
、
今
後
、
具

体
的
な
可
否
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　
榛
名
湖
周
辺
の
公
衆
ト

イ
レ
の
現
状
と
管
理
状
況
は
。

答
弁　
11
カ
所
あ
る
公
衆
ト
イ

レ
の
う
ち
、
７
カ
所
が
県
管
理
、

４
カ
所
が
市
管
理
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
榛
名
観
光
協
会
榛
名
湖

支
部
に
清
掃
管
理
を
依
頼
し
て

い
る
。
榛
名
湖
荘
前
の
ト
イ
レ

な
ど
一
部
は
洋
式
化
さ
れ
て
い

る
が
、
残
り
は
和
式
で
あ
る
。

近
年
、
榛
名
湖
を
訪
れ
る
外
国

人
観
光
客
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

観
光
地
の
ト
イ
レ
洋
式
化
は
重

要
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
も
公
衆
ト
イ
レ
の
良
好

な
管
理
に
努
め
、
観
光
地
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

質
問　
Ｖ
Ｒ
や
Ａ
Ｒ
を
使
用
し
、

文
化
財
を
活
用
す
る
考
え
は
。

答
弁　
Ｖ
Ｒ
は
、
Ｃ
Ｇ
な
ど
仮

想
の
光
景
を
映
し
出
す
技
術
で
、

文
化
財
の
活
用
に
は
現
実
の
風

景
に
仮
想
を
組
み
合
わ
せ
る
Ａ

Ｒ
の
方
が
適
し
て
い
る
と
考
え

る
。
今
後
、
市
内
の
史
跡
で
導

入
で
き
る
か
研
究
を
進
め
た
い
。

質
問　
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
経
過
期
間
が
本
年
度

で
終
了
す
る
が
延
長
の
考
え
は
。

答
弁　
経
過
措
置
の
継
続
な
ど
、

国
や
他
の
自
治
体
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
研
究
し
た
い
。

質
問　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の

概
要
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業

前
の
陽
性
者
へ
の
対
応
は
。

答
弁　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
早

期
発
見
、
治
療
に
つ
な
げ
る
た

め
、
平
成
14
年
度
か
ら
検
診
を

開
始
し
た
。
27
年
度
か
ら
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
で
は
陽
性

者
に
対
し
、
年
１
回
の
受
診
状

況
や
治
療
内
容
の
確
認
、
県
の

肝
炎
に
関
す
る
市
民
公
開
講
座

へ
の
参
加
も
案
内
し
て
い
る
。

な
お
、
26
年
度
以
前
の
陽
性
者

に
は
、
継
続
し
た
治
療
を
受
け

て
い
る
か
な
ど
受
診
状
況
を
確

認
し
、
受
診
勧
奨
に

努
め
た
い
。

質
問　
上
野
三
碑
に
関
わ
る
民

間
団
体
の
取
り
組
み
に
よ
り
三

碑
の
認
知
度
が
向
上
し
た
が
、

今
後
、
市
民
の
力
の
活
用
は
。

ま
た
、
山
名
古
墳
群
な
ど
も
市

民
が
憩
い
の
場
所
と
し
て
活
用

で
き
る
の
で
は
。

答
弁　
各
団
体
の
特
長
を
生
か

し
た
普
及
活
動
と
引
き
続
き
連

携
し
て
三
碑
の
保
護
と
活
用
を

進
め
た
い
。
ま
た
、
山
名
古
墳

群
は
、
駐
車
場
整
備
と
看
板
の

設
置
を
し
て
い
る
が
、
地
元
か

ら
利
用
し
た
い
と
い
う
要
望
が

あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
介
護
業
界
の
人
手
不
足

の
状
況
と
市
内
事
業
者
の
外
国

人
就
労
状
況
は
。

答
弁　
全
国
的
に
高
齢
化
が
進

む
中
、
厚
生
労
働
省
で
は
群
馬

県
の
介
護
人
材
必
要
数
を
２
０

２
５
年
度
に
３
万
９
７
７
４
人

と
推
計
し
て
お
り
、
約
５
千
人

が
不
足
す
る
と
公
表
し
て
い
る
。

本
市
で
は
59
人
の
外
国
人
が
介

護
職
員
と
し
て
就
労
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
真
面
目
で
明
る

い
と
い
う
意
見
が
あ
る
一
方
、

職
員
や
利
用
者
と
の
意
思
疎
通

に
支
障
が
あ
る
な
ど
の
課
題
も

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

質
問　
部
活
動
の
指
導
な
ど
教

職
員
の
多
忙
化
を
解
消
す
る
取

り
組
み
は
。

答
弁　
部
活
動
は
、
教
育
活
動

の
一
環
と
し
て
学
校
長
の
責
任

の
下
、
適
切
に
運
営
し
て
い
く

も
の
で
あ
る
。
行
き
過
ぎ
た
指

導
や
弊
害
が
生
じ
な
い
よ
う
学

校
と
連
携
し
、
各
学
校
は
来
年

度
に
向
け
て
、
週
２
日
休
め
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
さ

ら
に
部
活
動
指
導
員
を
３
人
配

置
し
、
教
職
員
の
心
理
的
な
負

担
軽
減
や
長
時
間
労
働
の
改
善

に
努
め
て
い
く
。

質
問　
井
野
町
第
３
町
内
会
で

の
生
ご
み
の
乾
燥
に
よ
る
減
量

化
の
取
り
組
み
に
対
す
る
本
市

の
見
解
は
。

答
弁　
井
野
町
第
３
町
内
会
の

よ
う
に
、
市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
ご

み
減
量
化
に
取
り
組
む
こ
と
は

望
ま
し
い
と
感
じ
て
い
る
が
、

各
家
庭
で
こ
の
町
内
会
と
同
じ

取
り
組
み
を
す
る
に
は
、
生
ご

み
を
乾
燥
さ
せ
る
道
具
の
用
意

や
乾
燥
場
所
の
確
保
な
ど
の
条

件
が
あ
る
た
め
、
す
ぐ
に
は
難

し
い
と
考
え
る
。
今
後
も
水
切

り
の
徹
底
な
ど
ご
み
減
量
化
対

策
の
研
究
を
続
け
て

い
く
。

質
問　
地
域
生
活
支
援
拠
点
の

整
備
状
況
と
就
労
定
着
支
援
事

業
の
取
り
組
み
方
針
は
。

答
弁　
地
域
生
活
支
援
拠
点
に

つ
い
て
は
、
障
害
者
支
援
Ｓ
Ｏ

Ｓ
セ
ン
タ
ー
や
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
は
じ
め
、

相
談
支
援
事
業
所
と
の
連
携
体

制
の
整
備
な
ど
既
存
の
社
会
資

源
を
効
果
的
、
効
率
的
に
活
用

し
た
面
的
整
備
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
就
労
定
着
支
援
事
業
は
、

障
害
者
が
一
般
就
労
を
果
た
す

上
で
、
長
く
就
労
す
る
た
め
に

必
要
な
支
援
を
行
う
事
業
所
の

指
定
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
、

今
後
も
指
導
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
子
ど
も
た
ち
が
ネ
ッ
ト

犯
罪
等
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー

ス
が
増
え
る
中
、
市
の
対
応
は
。

答
弁　
中
学
生
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
使
用
の

提
言
を
ま
と
め
、
各
学
校
で
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
対
応
方
針
及
び
行
動
計

画
を
作
成
し
、
教
員
が
直
ち
に

介
入
し
て
解
決
を
図
れ
る
よ
う

に
し
た
。
ま
た
、
使
用
に
関
し

ネ
ッ
ト
接
続
事
業
者
に
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
の
徹
底
を
依
頼
し
た
。

さ
ら
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
関
連
の
相
談

窓
口
を
設
置
し
機
能

強
化
し
て
い
る
。

（8）（9）

ごみ減量化に水切りの徹底を ビブリオバトルで大好きな本の紹介を

自分のお薦めの本を紹介し合い、その内容を聞き、どの本が読みたくなったかを投票するゲーム的なもの。●ビブリオバトルまめ知識

障害者の就労形態の一つで、一般の企業で雇用計画に基づき就労すること。

●ＶＲ、ＡＲ技術
●一般就労

まめ知識

　

感

染

症

予

防

文
化
財
の
保
存
と
活
用
新し

ん
ぼ保 

克か
つ
よ
し佳

（
公
明
党
）

清し
み
ず水 

明あ
き
お夫

（
新
風
会
）

　

介
護
業
界
の
人
手
不
足

上
野
三
碑
の
今
後
の
取
り
組
み
と
目
標

林は
や
し 　

恒つ
ね
よ
し徳

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　

ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み

教
職
員
の
多
忙
化
解
消

中な
か
じ
ま島 

輝て
る
お男

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

子
ど
も
を
取
り
巻
く
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
現
状

障
害
者
支
援
施
策

丸ま
る
や
ま山 　

覚さ
と
る

（
公
明
党
）

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
苦
情
対
策

手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
の
今
後

小お

の野 

聡さ
と
こ子

（
公
明
党
）

　

が
ん
患
者
の
社
会
生
活
支
援

車
椅
子
利
用
者
の
外
出
を
サ
ポ
ー
ト

　

榛
名
湖
周
辺
の
観
光
振
興

本
市
観
光
振
興
施
策
長お

さ
か
べ壁 

真し
ん
じ樹

（
新
風
会
）

読

書

活

動
白し

ら
い
し石 

隆た
か
お夫

（
新
風
会
）

（P8参照）

（P9参照）

 V Rとは、コンピューター上で現実に似せた仮想世界を作り出し、あたかもそこにいるような感覚を体験できる
技術のこと。
 A Rは実在する風景にバーチャルの視覚情報を重ねて表示すること。


